
158.大津市東光寺遺跡

発掘調査略報(l)

1.はじめに

~!光寺j書跡 lよ )dltlljí~j大代IIIfに;;)r{l:する。琵琶湖iを

臨むi~lii l l l.lí:l:;交の紋j誌に 1Ui'{する !lH& 1勾よリ、，'ï1もの出

土が);1 1 ら JL、従.>I~よリ寺院跡として必減されてきた。

.1i で、大伐の ~h'高 (ij丘 il:!liIJ(.fの北 }J に i立~し、 I王:1I(.f

と l，oJ じ正 )j位;の地~Iill である二とや、大f・2が大館}廷に泌

することなどからliiJJUlj5;i1: 1 匹111fT泌や1~ 1.，:llIí街必などら

悦日目されている遺跡でらある そのため、大津市教育

委il会をj凶じて、l'iJ'. rr134-1 -22の 5.750併を対

象にマンションill，;'tII1i1hjがあることを知ったl仏教育委

l i会{止、目白羽158ilと1lJ 17 Uか"loolif-3月31Bまでよ式nii
，，~HH:Hなった.そのね米、 7 世紀後下から 8世紀前

半にかけての遺物と、 1111t紀後半の造物;立械の存夜

がi'lJIVIしたため、同年4Jl 1 11よリ 8Jl31日まで本調
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u;を行な勺 f.:..以下、il:llすべさi立物 .ill:~'I~のうち、

今IIIII.t.1:1刊の1111上紀後下代の泌物 ・i立椛について、そ

の械皿住を付1:りしたL、.なお、，J，'.J-rw、41si.銭代以文化財

l~tb~霊協会がfi'なった。

2.鯛査の概略

j泣七時i削は 211りUJに分けられ、 1:1付で(.tJ11世紀彼!I土代

の~ltlLli:位建物 2 十点、泌 2 糸、 I')Å~1.ピットなどを~!lL!

し1.:.0 1" Jt1からは 7II~~:己 f炎、I~から 8 1lth!liíFド tニかけ て

の州立4主役物i作、 11・Iil )，~、跡、 1'1 然IJ、inJ川紛;などを

検:1¥した.泌物(;1211.~ JUJを合わせて多litであり、総lE

はコンテナ 150+tiに枕 .i~o H(Ui ~;IJ にみると、上日時rti約

70箱、五('l!i約70.ffi 、~f).M~i;:，ji 1 :筒、イi悦，¥1，lIri 1箱、木

製品l((8 triの他、助物正H本、 M物ilif.本手がある.なか

でも、 I呪?寺本fÛJ、 ifrj般的 1:j鏡、明、I~ Iこ慌の:111二{主将箔

さIIる。

(j指針再}必ずt区の大‘ドI.t.*レ徐式会HのIBn::包であリ.

1 mliij後の搬入仁て'純われていた.以liijl.t.i髭IUであっ

た。しかし、調伐 lベ~tllt部は・段向い丘陵憾であリ、

水田や住宅」処.&のため符しく削‘1<を受けている。上府
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が残る i仰が多〈、特に~Ut隅{五ji(=鬼門)の住痕部

からは 2点の呪符4同町が:B七した。 S8 2 r:l: 3問X4

IHI (あるいは 51:11か?)の仰向島li総れの主II物で、 l聞

は 210m (7 尺)を，~I・る.純~iii'l!Iに伐る iS物(:1:少ない

が、 S8 1とはIl1IIJU年J!l1に1超絶したと々えている.ま

た、+主総滞にlえ化木材をF員十点から火災による従絶と

みられる.ニれら 2械の住物1:1:、nJ，会総から耳E凶Jirii]
にiAULる排水JIJの桃 (S0 2 )をはさんで尚北に位前

し、そのr.:1約13mを，:1-る。 2似の他物の主制h}j位IまS

8 1が点Iニ約12.，S 8 2 ヵ g 見itニ *~J J 5・'t~<っている。 SO

11よ、 S8lのJl!lfIi，ニぷけられた 1:I:j 泌ち i，~よと忠われる。

illi'ti，i 1:.t 6Ocm 、泌さ 5cmf}.の小iN. で、 h~i内には小J'ïの土

;桜や本)'，'、以iじ付がj立0・して いた。 また、 1呪r:r~三日ljの

:11 J.:した悦火にj止い、 SD 1 -It~~，l;fl~から、純物繊細Ifに

くるまれた銚の以似を20t泣例-r:i!o'I:した。 SD Z I立中Ml

mljiH去、派さ50cm.f'，¥の点Illi淋で、 SB 1とS8 2を匝i

する。揃1'')よリ、 I:1ll l i 総 JIIL 、;.1.\色 I:a~ 、 l長袖陶日語、本・

札ilt、鉄総(JJ()を，'1¥J:した. S K llHi:1凌裾でか

ろうじて削‘1'.をまぬがれた|二織である.形状l.ifllJl九万

If3で、 l"iU1 m、約i.m6Oc問、泌さ13cmを訂-る。土域内

よリ、砥イi、 1:r.'li 1Il1、川色 1:総怖が:11ょした。

(;n物) 1 ・'.Mji'H.Y~から :1 \.1，した j立物t立 、よ~~では土師

鋭、 .'".~色 I:~語、 lぽ.fík陶加、 l{，~;:、主主利i 陶t{;i、 i'1磁、 )'f
磁、本宮ltては、 i況f守や本側状.f1iUをはじめ、下獄、ハ

シ、シャモジ、総#A、1111物などが:11ょした.i7:W:mfJi 

では、 ~rや刀f-などの 1也、ドl'功開ゴく、ド全・ド永宏、b.î薄

利1宝ゃ~t家主主などJJU4..... (か:11ょした.ニれらのうち、

今川l阜、 11陛紀後下の J，'ii¥'.ft料となりうるよ苦;a貨を中

心に鈍1{りしたい.

UM泣械の，'，てヘも っと L多くの1:総を11¥-1:したの

はSD2tSBlである.このうち、何時の終的f，Y.fiX.
lニjt>(:{， j!i:いと 4・えられる S02の:111γじ総をみると、

似}1tC数1169点のうち、 1:lliIi総1111828点(約71%)、ご|二

r.rIi昔話鍋70点(約 6%) 、~f(，1Jj.総 150.'.'.((約]3%、ただし

下市のi立物がiJ~人しているJ 、.'.~\色J二総75ぷ(約 6%

)、 l兵制約~~:i 3ル':(約 0.5%にその他となっている。 :11

l二1'-~~~の 7 '，I~J を山める lニ自'1' 総 IUlのうち、 1 1 縁部がj辺倒1

する「ての'j<J 1 1 *まのlIIL(A1(i)と 、11紋ij絡が外11.す

る1111(8 ~n) の比Jがは約 3 : 2 となる。以下τì~婆な昔~

Hlにつ、、てみてみると、

皿A ( 1 -18) : 11対泌が rての下」にI:illlhし、織部

Ii{きさ込み公I'-kに I-.Jjへつまみあげる.外指摘iを九く

するもの(1 -7 )と沈総を姻す Lの (8-18)があ

る。 11径は10.6cmljiJ後カ4多、、. .このうち、 5・8・9

{卓、内I(tiにh'l射状のへラLt伎が.ぷめられる。 1・21;1.

l夜 i協から IJ劫tji)へのI:ll lllJ ì~ilýト I(ÚIニ、制 1mm!IIj後のへラ

による抑圧が8-]01"1で 11Mする。

皿B (22-41) :小川 (22-35)と大血 (36-41)に

分かれる.小J1llti11 *企部'J'1ナデの Lの (22-30)と

二段ナデによるむの (31-35)がある.28・29・31に

は内 l舗にへラもしくはハヤ状 C~!.の任泌が伐る。 22の

み、内外1Mとむへラミガキを施している. IJ径は 5.2

cm前後が多い 大1J1l{，1:I結・段ナデのらの (36・39)

と二段ナデによるもの (37・38・40・41)がある。 38

は深底で、やや山村lをぷす. 1 t (黍は15.2cmlIiH去が多t、。

血C (19-21) : I凶・ドな1II1で、 W:量消古1;を内側に巻き

込む。 lIi歪はIOcrnliii1去が多い.

土師器鍋 (44・45): 441 :1: 休日lí/)1半球 If~ で、 11 紋 11.外

反し、端百lilよ内fI1[してつまみ:11す.451:1:襲)f3で、 IJ;I:ま

は上方・{このびて、端部は I(I Î をなす。 II~繍;':Iíli ややつま

みだす。'たilJlJ可能な Lのはよめ 2ぷのみであった。

瓦器 (47-50) : j立榊からの:1¥.1".はなく、包含1(<1から

の小J'，・のみである 。 1). rvJU J，・でのIiill.:-;~を総介すると、見

込みに生!~.~ Ji左状ミ ~f キ、{本(:111人JIMは|剖総状ミガキ、 11 紋

~~r~外t(õI;l.ヨコ )jli'jのミガキをぬす. I'.M;立川m:li~絶I{(

1去のl時!日l を íJ~ すと行・えらH る .

黒色土器椀 (51-55) : 51はIILj.'.1.¥て¥内外I(，iとむにハ

ケ状T.~~で11:上げる。 I1紋ìill内 1(li には・条の泌総を坦

らし、{本;'fj;外 I(IÎめよ':jfH~{l- ìillから斜め 1'.)jにへラミ司f

キを他す. /.ぽ i'ff~外 l(tÎ には 3 -1>:の t{' 鋭からなるヘラ，i己サ

が、内1(liにliUl:止をポす rHJが怖かれていた.他の

.~!;色 i:P.ii よリは，!j・4引き: 'J~ r. 
黒色土器血 (56-58) :内外1Mともにへラミガキを施

した後、~.l.~化する. 11 (引:l:IOcmlIiH去が多い.

灰精陶雪量 (59-80) 小鮪 (59-61)、情 (62-79)、阻

(80 ) がある。;.，的に 1.1怖がn:.倒的である。 ~U，農系の

むのが多い。

緑秘陶器 (81-88): I'.M i1i.{，Yil1l'>lニ r，:f先行する 1 ・~r，;F

11，手である。見込みに沈似をJ似らし、，ujril，必Ifliにゆるい

l交をもっj!i:ir:系のものがほとんどである。

白磁 (89-107): 1I討の形態から、 I:J*:I止のもの (89

-92・104)と、ヲとリ主\I~~ にk:'ちるむの (93-97) がある。

青磁(109-114):I:)~'i ;立川併に後:11する 1:総lrr: て'ある。

須恵器(115-116):IJi市立川1:f.!これ千先行する上日誌で

ある。 11'記庁111.1糸'-')リ地:~を伐す，

3.おわりに

現地ぷ~ft を終7 して'，'.や 5 $1'をal'd位しておリ、 l't司1

な資料を公必ずる機会を火なっていた.今1111の織作f.i

膨大なす件干のごく . tfl~であるがi，f;m して 1J'iきたい.

( I凋本氏)e:l
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